
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 金メダリストの木村敬一さんは、防災に対しても発信しています。 

 下の記事は、2022 年 9月 1 日 読売新聞 防災ニッポンボイス からの抜粋です。 

 

2017 年 9月、メキシコで開かれる予定だったパラ競泳世界選手権に備え、同地で事前合宿し

ていたときに大きな地震と遭遇しましたときの経験などが掲載されていました。 

・視覚障害者は、ガラスの破片がどこにあるのかも分かりません。 

・何が起きているのか見ることができないので、独りでは対応しようがありません。 

・海外遠征中で、言葉が通じないという不安もありました。 

・周りの人の助けがなければ、どこでどんなことが起きているのか、避難すべきかどうか、

避難するならどこへ行ったら良いのか、食料や水はどう確保するのか、などといった情報

を得ることができません。 など 

この状況の中でも日本チームの人たちからの情報が安心につながったという記事です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年９月１２日 

大和市立大和中学校  

校⾧ 藤井 明    
いのち  １０号 

8 月 31 日（水）東京パラリンピック 100m バタフライ金メダリストの木村敬一さんを 

招いて、全校生徒対象の講演会をリモートで行いました。 

パラリンピックに出場することではなく、そこで金メダルを取ることを目標に頑張り続け

たことや仲間の大切さなどについて、お話しいただきました。 

本校では、様々な角度から「いのち」や「仲間」、「自分の生き方」について考える機会を

設けております。木村さんの講演も中学生にとって、新しい視点を与えてくれただけでな

く、勇気や努力を持続することの大切さなどを教えてもらいました。 

木村敬一さん 東京ガス株式会社所属、日本パラリンピアンズ協会（PAJ）理事 

東京パラリンピック 100m バタフライ金メダリスト、100m 平泳ぎ 銀メダル 

 

2008 年北京パラリンピックから 2012 年のロンドン、2016 年のリオデジャネイロ 

そして、昨年の東京と 4 大会連続で出場を果たし、バタフライだけでなく、平泳ぎや自由形

も含めて、金メダル１つ、銀メダル４つ、銅メダル３つを獲得しています。 

著書：「闇を泳ぐ」全盲のスイマー、自分を超えて世界に挑む。（2021.8 KK ミライカナイ） 

 （図書館・学級文庫に配架しています。学級文庫は一定期間で学年ごとローテーション） 



「無数の思いがつまった金メダル」         ３年生 

 私は、木村選手のお話を生で聞かせて頂けたり、誘導させて頂けたり、金メダル

を持たせて頂けたりと、とても貴重な経験をすることができた本当に運の良い生徒

でした。せっかくなので、この貴重な経験をしっかりと日常に活かしていこうと思

います。大きく２つのことをお話しします。 

 1 点目は、お話の内容にあった、6 歳からの寮生活についてです。私はこのこと

について、目が不自由だからと他人に甘えず自立していく強さを感じました。でも、

不安なこともたくさんあったと思うし、きっと楽しくなかったと思います。私は、

このことを受け上手になるためには時間を費やし、大切な人と離れること、そして、

辛いことも覚悟し、生きなくてはいけないと感じました。勉強、部活、習い事・・・

私は自分にとても甘く、分かっていても少しサボってしまうところがあります。こ

のまま逃げていてはいけないと強く思わされました。 

 2 点目は、カメラが回っていない、もしくは収まりきっていないところで学んだ

ことです。木村選手は、少しジョークまじりの話をしてくださったり、とても軽い

ノリで金メダルを持たせてくださったりと、とても気さくな方でした。でも、私が

感動したのは、ここだけではありません。それは、木村選手の謙虚さです。みなさ

ん、木村選手がどれだけストイックで、素晴らしい記録を出された選手かもうご存

じですよね。でも、木村選手は、少しも大きな態度を見せることがなく、校長先生

や私、そしてパレードで会った沢山の生徒にも同じように接していらっしゃいまし

た。そしてその反面、講話中には手元に電子カンペをお持ちになり私たちに真っす

ぐに思いを伝えたいという誠実さが感じられました。私は、テストの点数が高けれ

ばいいや。本番に成功すればいいや。といったように、普段の生活をあまり考える

ことはありませんでした。でもこのことを受けて、私は大切な一瞬だけでなく、普

段の生活を大切にし、愛される人に。そしてその一瞬に支えてくれるような人との

関係を大切にできる人になりたいと強く思いました。 

 私は今回の講話では、競技そのもの、金メダルはもちろん、そして何より木村選

手の人柄の良さに感動や尊敬の気持ちを持ちました。この人柄から、寮でもアメリ

カでも、そしてパラリンピックでも成功することが出来たのだなと感じました。だ

から、金メダルを持たせて頂いたとき、木村選手と支えてくれる人たちのたくさん

の思いがつまっているから、余計に重く感じられるのだな。なんて考えてしまいま

した。この貴重な経験を忘れずに、今後の人生を素敵なものにしたいです。 


